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Text by 遠藤真一
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サーフゲームの魅力
ここ数年で急激にアングラー人口の増えたサーフゲーム。サーフと
言えば、ヒラメやマゴチに代表されるフラットフィッシュを筆頭に、
房総ではヒラマサやブリなどの大型の青物、真鯛や黒鯛といった鯛類、
小型回遊魚から一部エリアではタマンも釣ってきた。
勿論シーバスの回遊もあり、食べても美味しい高級魚が釣れるのだ
から人気が出るのも当然。釣れ出すと、ずらっとアングラーが立ち並
ぶサーフで、確実にターゲットを釣るためのマル秘メソッドや立ち回
りなどを。メタルジグのグリードとヘビーシンキングペンシルのレビ
ンヘビーを用いて、房総でヒラメを狙う私の攻略法を紹介しよう。 

人気に火がついた内房のヒラメ
房総は素晴らしいポイントが多く、外房や南房総には有名な人気
サーフもあるのだがムラも多い。サーファーも楽しむ場所なだけに人

外洋と内海のサーフの最大の違いは、水深や地形変化の有無。しかし、その特徴さえ掴んで
しまえば多くの場所でヒラメを手にするチャンスがあるとも言える（写真は外洋のサーフ）。
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的プレッシャーも高くなるのが難点だ。
その点、内房はノーマークでさまざまなベイトも安定して多く存在
することから、一部のアングラーの穴場的ポイントとなっていた。そ
して年々サイズと数が増えていき、狙って行くとほぼ釣れるほどの安
定感も出て来た。
そんな内房サーフが何故人気スポットとならないのか？ 遠浅で波
が立たず、のっぺりとした見た目何の変化も無いつまらないサーフ
……。これが、やり込むと実に奥深いのだが、ストレスとなる位の浅
さがアングラーを遠ざけて来たのだと思う。
こういった場所では、シーバスアングラーには常識のシンキングペ
ンシルを用いてみると非常に攻略しやすい。微妙な流れの変化を捉え
るシンペンは、使い込むほどに手元に情報を伝えてくれるサーチル

アーになる。
抜群の飛距離、流
れの変化や表層から
ボトムまで探れる高
いサーチ力。浮きや
すい特性と浮ききら
ない粘りを持ったレ
ビンヘビーは、シン
ペンの苦手なアング
ラーにも充分に使え
る特殊なルアーと
なっている。

ルアーの使い分け 
ヘビーシンキングペンシルのレビンヘビーとメタルジグのグリード
には共通点も多い。
お互いシンキングルアーということで抜群の飛距離と浮き上りやす
い特性を持つのだが、圧倒的質量の差から沈下速度が全く違う。技術

ヒラメにはやっぱりゴールドベースが効き目抜群！ 特にゴー
ルドレインボーは万能なので欠かせないカラーだ。
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的にはここがいちばん
の差で、使用方法も変
わってくる。
見た目のサイズ感の
使い分けも重要だ。ベ
イトのサイズやヒラメ
の活性などに合わせて
アプローチすることが
チョイスの鍵となる。
私なりの使い分けは下
にまとめたので読んで欲しい。

同じサーフでもポイント毎にカラーチェンジとレンジの狙い分
けが重要。状況に合わせて答えを探し出そう！

【レビンヘビー】
 レビンヘビーでヒラメを狙ううえで大
事なのは水深と波の高さ。レビンヘビー
が威力を発揮するのは遠浅のサーフや岩
礁の上のようなミノーを通せない場所、
そして凪だ。あまりに波が高いエリアは
レンジコントロールが難しく、波にライ
ンを食われ浮かされてしまい、コントロー
ルが難しくなってしまう。
凪の日の遠浅サーフでは飛距離とレン
ジの融通性からレビンヘビー一本で、広
範囲を3Dに探っていくことが多い。シ
ンペンの類は流れを感知しやすく、使い
込む程にアングラーの意のままになるの
もいいところ。タダ巻きのスピードの変
化や、ストップによるフォールでもアピー
ルするので、慣れてしまえば大きな武器
となるだろう。
また、私がよく使うメソッドにはボト
ムのデッドスローがある。これはヒラメ
の鼻っ先を通すようなリトリーブを心掛
けるとよい。横に流れの発生している場
所、横ヨブやスリットではドリフトさせ
ることもできるので、横に泳いでくる物
にしか反応しない固体にも口を使わせる
ことができるのだ。

【グリード】
風に左右されない飛距離は、サーフゲー

ムにおいて大きな武器となる。早いフォー
ルスピードは、より深いポイントをしっ
かりと攻められると共に、テンポ良く探
れるのもジグならでは。
小さなサイズ感はベイトサイズが小さ

いときに非常に有利なので、深いエリア
のボトムを、小気味良く叩くようなアク
ションやワンピッチなどの多種多様なア
クションでアプローチしていこう。この
とき、ティップを使ってアクションを入
れ、ジグを横向きに漂わせてやることを
意識するとよい。また、スイミングも得
意とするので、タダ巻きやトゥイッチを
織り交ぜるのも有効だ。
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ポイントの選定方法は？
基本的に房総のサー
フは遠浅で明確な離岸
流も少なく、見た目は
攻めどころが少なく面
白味に欠ける地形だ。
しかし、その小さな変
化にもキッチリと魚は
着くので、ある意味奥
深く、そこに面白味を
感じるようになるとシ
ンキングペンシルの出
番が増えてくるように
なる。
ヒラメを狙ううえで、重要なことは地形の変化＝流れの変化を狙う
のが近道であると言える。地形の変化とは目に見える河口、波の立ち
方から判断出来るブレイクや払い出し、岩礁などのストラクチャーな
どと、目に見ることはできないヨブや海底の根などがある。
釣りに出掛ける前の事前情報はネットなどで調べられるが、私は他
人の情報は極力入れない。本来は重要な要素なのだが、これほどあて
にならないものも無いからだ。何より面白味に欠ける。私は、最低限
手に入れられる情報として、天候と海の状況、タイドグラフの確認。
磯周りのタイドプールや港にイワシが居るかチェック。極力高速道路
は使わず、海沿いを走り、鳥やイワシの漁をしている漁業船、ナナメ（ヒ
ラメ）網などの目に見える情報を大事にし、そこからの予測からエン
トリーする。
現場では見晴らしの良い場所から波の立ち方、離岸流、掘れている
エリアをチェックし頭に叩き込みプランを立てながらエントリーする
とよい。

ヒラメはデイゲームはもちろん、ナイトゲームでも狙える
のも魅力。時合いが来れば連発することもあるからやめら
れない！
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カラー選択について 
【朝マズメ】
サーフにおいて私が好んで使うカラーは、ゴールド、ピンク（赤）、
パール（白）、ブラック。おおよそナチュラルなベイトカラーとは掛
け離れた色だが、やはり実績が高いのは上記のカラーだ。ナチュラル
なカラーであってもベリーに色のあるブルピン等をセレクトするとよ
い。ヒラメは目が悪いなど言われている。その辺りはよくは解らない
が、色による好みが非常に強いと感じている。
サーフではその他のターゲットも多数存在し、特に朝マズメは青物
やシーバスも視野に入れたいところ。ナチュラル系を投げていた頃と
違い、今では圧倒的にヒラメの捕獲率が上がり、外道が減った。

サーフに隣接する磯場であったり、根
周り。最近では磯からのヒラメの釣果記
事を目にすることも多くなってきたが、
ベイトが寄ると磯からも釣れるようにな
る。
特に朝マズメでは、ヤル気全開でカジ
メの上にステイし、表層を通るイワシを
待ち構えている。もちろん、岩の間のス
リットなど、ボトムにステイする個体も
いるが、そんな個体もシャローに入って
くるだけあって上を強く意識している。
磯の上から見ていると捕食シーンも結構
見えるのだが、ボトムではなく、磯に生
えるカジメの上に居るのだ。
表層までの距離が近く、フワッと急浮
上してのバイト。そして、磯に着くヒラ
メのほぼ全てが座布団級であることも魅
力的である。磯から専門にヒラメを狙う
アングラーも増えて来そうだ。
サーフ内にもこんな場所は多々あるの
だが、磯とは水面への高さが違い、サー
フは海面とほぼフラットな高さとなる。

こうなると通せるルアーは限られてしま
う。そんな状況に滅法強いのがレビンヘ
ビーだ。着水からすぐにリトリーブを開
始し、表層をユタユタと漂わせてくる。
岩礁を抜けたらキワに着くヒラメも多い
のでフォールでアピールし、砂地はボト
ム付近をスローに通してくればよい。
リトリーブ速度の変化だけで表層か

らボトムまで探れてしまうが、アシスト
的にロッド角度を変えてやればよいだろ
う。座布団ヒラメの一級ポイントを攻略
するにはレビンヘビーのようなヘビーシ
ンキングペンシルを使いこなすことがカ
ギとなる。
他のルアーでは根掛かりが多発しがち

な場所なのだが、飛距離が出て、浮きや
すく根を回避しつつ、それでいてフィン
キールの作用で浮ききらない粘りが海面
への飛び出しを抑え、見切らせない。こ
れがレビンヘビーの強みだ！

【岩礁やカジメ帯にもヒラメは居る】
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とはいえ外道と言っても魅力的なターゲットだけにしっかりと釣り
たい。対象魚によってカラーを変えてやることが重要だが、短い朝マ
ズメに効率よく探りたい！ 釣れる魚は全部釣りたい！ そんな理由か
ら、私の朝一の先発はゴールドレインボーが多い。白い砂、マズメ時
の光、サーフにおいてゴールドは外せないカラーで、全ての対象魚に
有効である。万能なのはブルピンやナチュラルカラーなのだが、朝イ
チのヤル気のある時間帯にこそ、リアクション的要素のあるカラーを
チョイスしている。

【日中】 
ヒラメは他の対象
魚よりも日中に釣
りやすい。ヒラメを
強く意識したカラー
に、レビンヘビーや
グリードではピンク
ゴールドがあるのだ
が、ド派手なカラー
リングに抵抗のある
方もいるかもしれな
い。日中にはナチュ
ラルカラーを持って
くるのがセオリーな
のだが、ヒラメには
真逆のピンクゴール
ドやブラックが私の
戦略だ。
過去にサーフで

【グリードのフックチューン】
グリードを使ったショアジギングでは、ジギングのよ
うなアクションを付けるのが苦手な方もいるかと思う。
しかし、ベイトが小さいときや深場であったり、ポイン
トが遠いときはやはりジグが強い。
ジグは使ってみたいが、風が強いときはとくに何を
しているのか、ルアーがどう動いているのか解らない。
または激しいアクションをさせるのが体力的にキツイ
……。そんな人は、テールにトレブルフックを付けて泳
がせて使ってみるとよい。
私はさらに艶めかしく泳ぐように、フェザーフックを
付けている。これならアクションは自由自在。タダ巻き
でも充分にアピールする。ボトム付近をスローに巻くも
良し、速めに数回転巻いたらフォールさせるを繰り返す
もよし。バラシに繋がるからトレブルは付けない方がよ
いという意見もあるが、そうそうバレるものでもない。
掛けてからのやり取りは経験にもよるだろう。
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キャッチした70㎝４㎏以
上のヒラメは、ほぼ100％
ピンクかゴールドの入った
カラーであった。大型のい
わゆる座布団ヒラメの過去
の釣果を写真を見ながらそ
の時の状況を思い出してみ
ると、ベイトが打ち上がっ
たり波間に確認できたり
と、当たり前のようだが状
況はよかった。
ヒラメのボイルを見た事
があるだろうか？ 勿論、ベ
イトが多くいるからこその
行動だが、得てしてこんな
ときは釣れないことが多々
ある。ワンドに溢れんばか
りのイワシ。飛び上がるヒ

ラメを前に去り行く先行者……。『釣れません。口使わないですよ！』
ベイトに気付いたアングラーが入れ替わりで挑み、破れ帰って行く。
このときはまだテスト段階のレビンヘビーだったのでピンクイワシ
しかなかったが、多くのイワシの中では異質のピンク。やはりこれが
効いた。一人勝ちできたのは使い方にも特徴があるので『メソッド』
の方で紹介するが、カラーを含めたマッチザベイトは逆効果と言って
も過言では無い。 
そしてブラックは、房総の『タタキ釣り』というドジョウを使った
釣りから得た発想だ。初めて平砂浦に行ったのは20年以上前。父親
に連れられてヒラメを狙ったのが最初だ。ドジョウの頭に鉢巻状に赤
い糸で縛り付けた仕掛けを作り、仕掛けごと冷凍保存していた記憶が
ある。
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そのときは圧倒的大差で親父に釣り負けた。悔しくてワームを使っ
た。フグにかじられ消耗は激しく、何が違うか考えた。黒いドジョウ
の腹はパールの様にもゴールドの様にも見える。赤い糸にも秘密が
あったのだろうか？
私が今、ヒラメを狙うのに大事にしているカラーの全ては、そのと
きのタタキ釣りのドジョウに繋がっていた。先人の知恵は凄いなと関
心させられることばかりだ。

 【ナイトゲーム】 
目が悪いと言われるわりには、夜でも釣れるヒラメ。ナイトゲーム
ではパールを使うことが多いが、ナチュラル系の釣果も意外に高い。
全く不思議な生き物だ。

レビンヘビー、グリード30g、そして発売
になったばかりのハイスタンダードにヒラ
メセレクションカラーが新登場！　ヒラメ
に実績のあるルアー＆実績の高いカラーの
組み合わせで狙ってみて欲しい！

ヒラメ
セレクション
カラー

080：ピンクレッドキャンディ 081：グリーンキャンディ

078：ゴールドチャート 061：赤金グローベリー（縦ホロ） 079：ホワイトベイト

057：ピンクサンドゴールドイワシ
（スマッシュ）
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激戦区で釣るために 
人気エリアでは数メート
ル間隔でアングラーが立ち
並ぶのだが、こんなときは
誰よりも遠くに飛ばして優
位に立とうとしている方を
多く見かける。
もちろん、飛距離は大き
なアドバンテージを生むの
だが、100m近い飛距離
が出るルアーの殆んどは浮
きやすい特性があり、しっ
かりと意識していないとか
なり上のレンジを引いてい
ることが多い。
飛ばし過ぎて残り20m
を回収気味にしていたり美
味しいゾーンをほぼ逃して
いる。これでは疲労するだけで、沖に居た魚を手前に連れてきてハイ
エナの餌食。そう、ヒラメは思っているよりも長い距離追って来る。
その間に、食わせの間であったり、フォールを入れてやらないとなか
なか釣るには至らないのだ。
逆にワーム専門のアングラーも多い。飛距離は出ないが、届く範囲
のターゲットにはキッチリアピールする。しかし、探れるのは手前の
近距離限定……。アングラーが多くその場所から動けない状況では、
しっかりとその場でできる釣りをしながらも、隣のアングラーの使用
しているルアーもしっかりチェックしておくとよい。
ワームのみ使っているアングラーの場所が空けば遠くから探り直し
たり、遠投メインのアングラーであれば近場をネチネチ探ってみる。

サーフでは遠投しがちになるが、手前も意識してキャ
ストを心がけることがヒラメGETへの近道だ！
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取りこぼしが無いように、しっかりとやれることは全て試みることが、
釣果アップへの近道ではないだろうか。  

ファイトスタイルについて
サーフでは、沖から自分に向かって波が寄せてくるので、アタリが
あったら充分に巻き取りアワセを入れてスローなリトリーブやフォー
ルで出るスラッグをとる必要がある。
このときに焦る必要は全くなく、今までのテンポで行うことで、しっ
かりとした一呼吸置いたようなフッキングに繋がるので、落ち着いて
アワセよう。
すると、いったんヒラメはボトムに張り付く。アワセを入れると
40～50㎝台は浮いてくるのだが、70㎝４㎏くらいになると、アワ
セだけでは浮いてこなかったりする。この瞬間がヒラメを釣るうえで

いちばんたまらない。
悪いクセで、アワセを入れて
ロッドが起きてからしばらく様
子を伺ってしまうほどだ。アワ
セを入れたら私は数歩バック
し、高い位置をとりながら魚を
ポンピングで浮かせてくる。そ
の場で浮かせたら、水面をキー
プさせながらロッドに一定のテ
ンションを保ちつつ、リーリン
グで寄せて来る。このとき、意
味の無いポンピングこそが弛み
を作りバレに繋がるので、張り
の強いロッドを使っている人ほ
ど気を付けなければならない。
水面に浮いた魚を確認しつ
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つ、同一テンションを保ったままゆっ
くり前進し、波打ち際まで出て左右ど
ちらかにロッドを寝かす。このとき初
めて波打ち際に近づくのにも理由があ
る。高い位置でロッドを立てることに
より、波にラインを持っていかれない
ようにすることと、魚の確認をより早
くすること。波に足をとられず、不意
の大物に横に走られても素早く正面に
移動できることなど、アングラーが完
全に優位に立って主導権を渡さないた
めだ。
ここからがサーフのヒラメ釣りで最も注意を払わなければならない
波打ち際の攻防だ。引き波に持っていかれると物凄い抵抗が掛かるの
で、魚を浮かせつつ押し波にタイミングを合わせて魚体をズリ上げる。
決して波に背を向けずに、安全な位置までズリ上げるまでは気を抜か
ないこと！ 最初から最後まで同一のテンションを保つように心掛け
ていれば、バレることはそうそうないのだ。
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LONGIN.が贈るフリーペーパー

ロンジンマガジンVol.7
弊社製品取扱店にて好評配布中！

新製品であるハイスタ
ンダードのみを特集

したロンジンマガジン最新
第７号が配布中！
テスター陣によるハイス
タンダードのインプレや、
製作者伊藤が語るハイスタ
ンダー製作秘話など、ここ
でしか読めない内容が盛り
だくさん！　ロンジンが魂
を込めて作ったミノー、ハ
イスタンダードについて全
てわかる一冊となっており
ます！　
ロンジンマガジンは無料
配布！　弊社ルアー取扱店
全店で配布しているので、
店頭に無かった場合は店員
さんに聞いてみて下さい！
（弊社在庫があれば、お店
へ送らせていただきます）。
ロンジンマガジンのご意
見・ご感想もお待ちしてお
ります（HPアンケートよ
りお送り下さい）。

ロンジンマガジンVol.7
配布価格：￥0（フリーペーパー）
版型：A5版　24ページオールカラー
発行：株式会社LONGIN.
LONGIN. 製品取扱店にて無料配布中
（数に限りがありますので、品切れに
よる配布終了の際はご容赦下さい）
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